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　イングランド中部地方にある人口約28万の多民族
都市レスターには、数多くのホワイト系、南アジア系、
ブラック系移民が居住し、2001年の国勢調査ではエ
スニック・マイノリティは全体の36．1％である。そし
て、南アジア系、とりわけインド系移民は約72，000
人（29．7％）も居住している。他方、宗教では、キリ
スト教徒が一番多いとはいえ、すでに半数を割り、ヒ
ンドゥー、イスラーム教徒、シクが約30％を占めて
いる。そして、これら三つの宗教のなかで、ヒンドゥー
人口は41，000人（14．7％）ともっとも多いのである。
レスターの特色のひとつは、こうしたインド系ヒン
ドゥーがひじょうに多く、しかも彼らがレスター社会
のなかで政治・経済・文化の面で目覚しい活躍を遂げ
ている点にある。さらに興味深いのは、同じインド系
でも、インドから直接渡ってきたヒンドゥー以上に、
1960年代後半から1970年代にかけて「アフリカの独
立」や「アフリカ化」のなかで、政治的難民として渡
英してきた東アフリカ（ケニア、ウガンダ、タンザニ
アなど）経由のヒンドゥー一・一たちがレスター社会の重要
な一翼を担っている点である。
　しかし、こうしたヒンドゥーたちのレスターへの多
大な貢献という一般的な評判とは裏腹に、「ビン
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ドゥー」という言葉では一括りにできない実にさまざ
まなヒンドゥー・コミュニティの世界が存在している
ことも忘れてはならない。それらのコミュニティは、
彼らのルーッであるインド社会に今なお根強く残る
カーストへの帰属意識・出身地・民族・宗派の違いな
どによっても差異化され、分断されているのである。
また、第一世代と第二世代以降との問でも、結婚をは
じめ、さまざま問題が起こっていることもたしかであ
る。
　本研究では、後者のこうしたヒンドゥー・コミュニ
ティの多様な世界を明らかにするために、現地で30
人のヒンドゥー教徒にインタビューや現地調査などを
実施した。今回は、そのうち、レスター社会でもっと
も影響力を持っている東アフリカ系グジャラー
ティー一・ヒンドゥー6人の「ライフ・ストーリー」の
紹介を試み、そこから明らかになってくることを指摘
した。その6人（男性3人と女性3人）は、①1934
年グジャラート地方生まれのタカシ、②1956年ナイ
ロビ生まれのサテッシュ、③1965年モンバサ生まれ
のプラカッシュ、④1960年ザンビア生まれのヘマ、
⑤1968年ケニア生まれのミナール、⑥1976年レスター一
生まれのバーヴァナ、である。
　これら6人の「ライフ・ストーリー」から見えてき
たことは、おおよそ以下の四点である。その一つは、
当然ながら、同じ東アフリカ系グジャラーティー・ヒ
ンドゥーと言っても、性別、年齢、出身地、カースト、
渡英の時期・年齢などによって、彼らの「ライフ・ス
トーリー」は大きく異なっているという点である。つ
まり、東アフリカ系ということで、「一括り」にした
とき、そこからこぼれ落ちていくあまりにも多くの「物
語」が存在するのである。こうした「物語」をインタ
ビューという地味な作業を通して一つ一つ拾い上げて
いくことは、当然、東アフリカ系グジャラーティー・
ヒンドゥーのサクセス・ストーリーとして構築されて
きている支配的なディスコースを相対化していくこと
にも繋がるはずである。
　二つ目は、彼らの「語り」には、私の質問に答えな
がらも、しばしばその質問を超えて、インタビュイー
自身が人生のなかで拘ってきたことを中心に「物語」
をつくっていく傾向があるという点である。例えば、
タカシの場合、1972年のイディ・アミンによるウガ
ンダからの追放の経験と記憶がクローズアップされ、
ヘナやバーヴァルの場合は、異なるカーストや異なる
宗教（ヒンドゥーとシク）ゆえに反対された結婚を、
時間をかけて何とか実現させた、その苦労のプロセス
が「語り」の中心部を構成している。他方、サテッシュ、
プラカッシュ、ミナールの場合には、彼らの「語り」
の一部に「受け入れ社会」からのレイシズムの経験と
記憶が存在する。
　三つ目は、レスターのグジャラーティー・ヒン
ドゥー・コミュニティに残るカースト制やそのカース
ト内結婚を通して形成されているネットワークについ
てである。このカースト制の残存の捉え方は、各イン
タビュイーの「語り」においてはずいぶんと異なって
いる。単純な一般化は慎まなければならないであろう。
タカシは、ヒンドゥー内部のカーストについてはほと
んど触れていないが、彼もカースト内の結婚であろう。
レスターでも、サテッシュ、プラカッシュ、ミナール
のように、カースト内結婚のルールに従って結婚して
いる場合も少なくない。しかし、それを超えて結婚し
ようとしたとき、問題が発生している。ヘナやバーヴィ
ルの場合がそうである。ここしばらくは、インタビュー
を通して、さまざまな「ライフ・ストーリー」の事例
を増やしていく作業が必要であろう。より慎重な検討
が必要なテーマである。
　四つ目として、彼らのアイデンティティや立ち位置
のつくり方について取り上げなければならない。それ
らは、各インタビュイーのインド、アフリカ、レスター
での経験や記憶などを通して構築されている。例えば、
タカシの場合は、インド、アフリカ、レスターの暮ら
しを経験しながら、「レスター多宗教協議会」などで
の活動を通して、彼らが持つレスターの良好な民族・
宗教問のイメージを肯定的に受け入れ、それを促進す
ることに意義を見出している。そこには、レスター移
民指導層の一部にみられる楽観主義的な姿勢が反映さ
れているとも言える。これに対して、「受け入れ社会」
のレイシズムを人一倍経験してきているサテッシュや
プラカッシュの場合は、タカシとはかなり異なる。彼
らは、自分のアイデンティティを「イギリス系」とか、
「イギリス系アジア人」とはせず、「インド人」として
自らの立ち位置を示すことで、イギリス社会の「不平
等」を指摘するのである。3人の女性たちはいずれも、
自らを「イギリス系アジア人」とか「イギリス系イン
ド人」としての立ち位置を示しているようだが、その
力点は「イギリス系」よりも「アジア人」あるいは「イ
ンド人」に置かれているように思われる。また、彼女
たちは、宗教的アイデンティティを含めると、それぞ
れ少しずつその立ち位置が異なっている。
　このように、彼らのアイデンティティは、インドや
アフリカにルーッを持ちながら、レスター社会で生き
る中で再構築されてきた自らの立ち位置なのである。
それゆえに、レスター社会で、一元的な集合的記憶と
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して構築されてきている東アフリカ系グジャラー
ティー・ヒンドゥーの支配的なディスコースやそれに
類似した「物語」だけでなく、それらに回収されない
「物語」も一つ一つ掘り起こし、彼らのアイデンティ
ティの問題を批判的に再考していくことが今後必要で
あろう。
　今回は、6人のアフリカ系グジャラーティー・ヒン
ドゥーを取り上げたが、彼らだけをみても、如何に多
様な「物語」が存在するかが明らかになったであろう。
しかし、彼らはレスターに居住するヒンドゥーたちの
ごく一部でしかない。レスターには、彼ら以外にも、
数は少数であれ、パンジャーブ地方、南インド、スリ
ランカのタミール人、カリブ海諸島からのヒンドゥー
など、さまざまなヒンドゥーや彼らのコミュニティが
存在する。彼らについても、さらに調査を進め、別の
機会に紹介することにしたい。
